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表 4 表 1

※展示情報は変更する場合がございます。月 の 展 示 情 報
E x h i b i t  I n f o r m a t i o n2

２F パープル
     ゾーン

3F ホール

2
F e b r u a r y

2 0 1 7

月号

「日本の国連加盟60周年
『日本と国連の歩み』写真展」(～2/25)
日本の国連加盟60周年を記念し、これまで日本が国連を通じ
て行ってきた国際貢献や日本の国連外交の展望について紹介
した写真パネル、関連書籍を展示しています。（協力：外務省） 

「東京×発見」（～5/12）
「現代の東京、これからの東京」に焦点を当て、食、寄り道、アー
ト、2020年などの小テーマに分けて東京を紹介します。身近
な街の新たな一面が見つかるかもしれません。

お問合せ先： 千代田区立日比谷図書文化館　
〒100-0012 千代田区日比谷公園1-4  TEL：施設代表 03-3502-3340　
図書総合カウンター 03-3502-3343  URL：h t tp : / / h i b i y a l . j p

calendar information開館時間：平日10時～22時　■土曜10時～19時　■日祝10時～17時　■休館日
2017年 3月

3F グリーン
     ゾーン

「つながる世界 ―現代のネットワーク―」（～2/17）
インターネットによって人と人、人とモノの距離は縮まり、さら
にはモノとモノのネットワークも構築されつつあります。 ネッ
トワークのさらなる発展により、「つながり」の重視される社会
とはどのようなものになるのか、リスクや問題点も含めて考え
る展示です。

3Ｆ ブルーゾーン

【アート・言語・文学】の本を集めたゾーン
ZONE
PICK UP!

ビジネスパーソン
のための○○道

千代田区立日比谷図書文化館  広報誌
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司会進行時には手話通訳の方にもご協力いただきました。

講師と旅の話をする参加者の姿もあり、和やかな雰囲気の講座となりました。

【サービス・ニュース】S e r v i c e N e w s
リサイクル資料を
提供しています

【図書フロアからのお知らせ】
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早世した親友の実家の家守と
なった新米文士・綿貫征四郎
と、その家をかこむ天地自然
との交歓の物語。
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▶ 毎月休館日の翌日
▶ 2F 階段脇
除籍した本や、保存期限が過ぎた雑誌など
をリサイクル資料として利用者のみなさん
に無償で提供しています。 ご自由にお持ち
帰りください。

注意！ 2月のリサイクル資料 　　　 2月27日（月）
2月は休館日が26日（日）に変更になりますので、
リサイクル資料の提供は27日（月）となります。
通常の日にちとは異なりますので、ご注意ください。

　～4月14日（金）

○○道といえばまず浮かぶのが茶道
や華道。 教養を深め、人格を高める手
段として広く親しまれています。このよ
うに、自分を成長させるための“道”を
始めとして、「仕事道」、「お付き合い
道」や「家事道」など、日常生活におけ
る“道”を探るほか、“道”に迷った場

合の息抜きになる本や、先人の人生哲学に触れる本をご紹介します。

“仕事道”を極める

レポートします！

“道”に迷ったら

専門図書館への入口講座 第7回
ようこそ！広くて深い旅・観光の世界へ 
～旅の図書館～
講師：大隅  一志 （公益財団法人日本交通公社 旅の図書館 副館長 主任研究員）
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2月の休館日変更のお知らせ
“東京マラソン2017"の開催に伴い、日比谷公園および歩道を含む
周辺道路が交通規制されるため、下記の通り2月の休館日を変更い
たします。 ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願い
いたします。

■休館日：2月26日（日）
※休館予定日の2月20日（第3月曜日）は全館開館します。

【古書で紐解く近現代史セミナー 第25回】

地図と都市 ―台湾・樺太の『火災保険特殊地図』
 と都市研究の可能性―

講師：辻原 万規彦（熊本県立大学教授） 、 青井 哲人（明治大学准教授）
内田嘉吉文庫所蔵の戦前期に作製された『火災保険特殊地図』を入り口
に、 台湾の都市の成り立ちを読み解く面白さについて紹介します。 辻原氏
から『火災保険特殊地図』の面白さを、青井氏には台湾の都市の成り立ち
を歴史的に読み解いていただきます。 後半は辻原・青井両氏の対談です。

■ 日時：
2月18日（土）14：00～16：10（13：30開場）

■ 会場：
地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 

■ 定員：200名
■ 参加費：1000円
 （千代田区民・学生500円）　

※千代田区民の方は住所が確認できるもの、
または学生証をお持ち下さい。
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『火災保険特殊地図』
台北市、台南市（都市製図社作製/1933年）

日
本
統
治
期
の

台
湾
を
知
る

内
田
嘉
吉
文
庫
所
蔵
の
『
火
災

保
険
特
殊
地
図
』（
台
湾
、旭
川

市
、樺
太
・
都
市
整
図
社
作
製

1
9
3
3
〜
1
9
3
4
年
）は
、

日
本
統
治
期
台
湾
の
都
市
景
観
を

伝
え
る
貴
重
な
地
図
資
料
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
も
、

台
湾
の
学
界
で
も
こ
の
地
図
の
存

在
が
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
展
示
で
は
、
当
時
の
様
子
が
手

に
取
る
よ
う
に
わ
か
る
『
火
災
保

険
特
殊
地
図
』
と
内
田
嘉
吉
文

庫
に
あ
る
他
の
台
湾
地
図
資
料
・

写
真
資
料
を
あ
わ
せ
て
展
示
し
、

日
本
統
治
時
代
の
台
湾
の
都
市

景
観
を
紹
介
し
ま
す
。

台北西門街通り（台湾拓殖画帖刊行会 著『台湾拓殖画帖』 / 1918年）
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概 要

■ 会期：開催中～3月19日（日）
※休館日：2月26日（日）

■ 開室時間： 平日 10：00～20：00、 
土曜 10：00～18：00、 
 日曜・祝日10：00～16：00

■ 会場：４階特別研究室　■ 入場無料

■ 企画協力：辻原 万規彦（熊本県立大学教授）

展 示 構 成

■ 『火災保険特殊地図』
　 前期（～２月１９日（日））：台北市
　 後期（ ２月２０日（月）～３月１９日（日））：高雄市、
　台南市、 嘉義市 ほか

■ 展示図書
『児玉総督後藤民政長官記念
博物館写真帖』 （1915年）、

『高雄州行啓記念写真帖』 （1924年）、
『台湾写真帖』 （1908年）、
『鉄道旅行案内』 （1916年）、
『台湾拓殖画帖』 （1918年） など

関 連 講 座

開催中
319（日）～

「観光の研究と実務に役立つ図書館」をコンセプトにリニューアルオープンした
旅の図書館。 パッケージツアーのパンフレットや機内誌など、 旅の専門図書
館ならではの資料の紹介に心が弾みました。 
観光研究分野の専門資料や統計・白書、貴重
な古書など約6万冊の蔵書を、 旅に関心のあ
る方から観光実務者の方まで幅広く、気軽に
利用してほしいとお話しいただきました。



【芸亭(うんてい)】 奈良時代、大納言石上宅嗣（いそのかみのやかつぐ）が設けた書庫。日本最初の公開型の図書館とされる。『続日本紀』などによれば、自宅の一部を改造して芸亭と名付け、漢籍を置いて好学者に閲覧させたという。芸亭の「芸」は「藝」とは別字で、一種の香草をいい、虫害を防ぐために書巻の中に入れたことから書籍の意にも用いられる。
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▶「日比谷カレッジ」とは、日比谷図書文化館が主催・共催で行うセミナーやイベントです。「江戸・東京」「本」「スキルアップ」「芸術」「センスアップ」の
　５つのカテゴリーに基づき、さまざまな「学び」と「交流」の場を提供します。

2・3月の講座 
e v e n t  s c h e d u l e 〈 参加申込 〉電話（03-3502-3340）またはEメール（college@hibiyal.jp）にて、講

座名、お名前（よみがな）、お電話番号をご連絡ください。当館１階の受付でもご予
約を承ります。 各講座ともに定員になり次第、締め切らせて頂きます。 キャンセルの
場合はご連絡ください。参加費は当日支払いです。千代田区民料金のある講座は、
当日、図書貸出券や健康保険証など住所が確認できるものをお持ちください。

最初にパナマ運河建設に着手した仏人フェルディナンド・ドゥ・レセップス

東京二十景「芝増上寺」（1925年）

リーダーに学ぶ　
やれる理由こそが着想を生む。 ―『はやぶさ式思考法』
講師：川口 淳一郎（宇宙航空研究開発機構JAXAシニアフェロー）
年度の変わり目は人生にとって大きな節目を迎え
る時期。働き方が多様化する現代、社会人として働
くすべての人に必要なリーダーの心得とは何か。仕
事のリーダーに限らず、自分を一段高めたいと感じ
ているすべての人を対象に、一流のリーダーの生の
声から学ぶ機会を提供します。
（主催：公益財団法人上廣倫理財団）
■ 日時：2月15日（水）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール）  
■ 定員：200名　
■ 参加費：500円（千代田区民･学生無料）
※学生の方は、当日、受付で学生証をご提示ください。

20世紀最大の土木事業  パナマ運河の謎（全2回）
第1回 パナマ運河はなぜつくられたのか？
講師：清水 弘幸（土木学会正会員、「青山士とパナマ運河」研究家）
20世紀最大の土木事業と言われ、今なお人類
文明の大動脈であるパナマ運河について語る
全2回の講座。第1回は、パナマ運河の歴史的意
義と、建設に至る経緯について、地理的位置付
けや建設を巡る欧米諸国の思惑などを中心に
お話しします。
■ 日時：2月22日（水）19：00～21：00（18：30開場）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）  
■ 定員：60名　
■ 参加費：1000円（千代田区民・学生500円）
※学生の方は、当日、受付で学生証をご提示ください。
〈予告〉 ３月１６日（木） 
第２回 「パナマ運河はどのようにつくられたのか？」

理研よこはまサイエンスカフェin日比谷カレッジ（全3回）

第2回 戦う植物！植物と病原微生物との
    壮絶な攻防を紐解く
講師：門田 康弘（環境資源科学研究センター 植物免疫研究グループ研究員）
研究者と飲み物を片手に科学の話題について語り合
う、理研よこはまサイエンスカフェ第２回目は、人間と
同じように病原微生物の脅威にさらされている植物
が、様々な武器で攻撃をする病原微生物に対して新た
な免疫システムで対抗する、その壮絶な戦いについて
最新の研究を含めてわかりやすくお話しします。
（主催：特定国立研究開発法人 理化学研究所 横浜事業所）
■ 日時：2月15日（水）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）  
■ 定員：40名　■ 参加費：1000円（千代田区民・学生500円）
＊学生の方は、当日、受付で学生証をご提示ください。
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ポモーヌ広報室より◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

古くから伝わる伝統行事の中には、江戸時代から一般に広く伝わったものが
多くあります。2月に行われる“節分”もそのひとつ。行事の仕方は変化している
ものの季節の変わり目に邪気をはらい、幸せを願うことは変わらないでしょ
う。また、近年は恵方にも注目されるようになりました。今年の恵方は“北北
西”。日比谷図書文化館からみると靖国神社付近になります。来館の際に、恵
方へのお散歩もオススメです。

星とふれあう・星座
講師：皆川 敏春（星のソムリエ®みたか）、唐崎 健嗣（星のソムリエ®みたか）
太古の昔に生まれた星座たち。その歴史は4千年とも6千年とも言われてい
ます。人類が創造したものの中に、ここま
で長く存在しているものは地上にありま
せん。手の届かない天井に創造された星
座たち。天井壁画ともいうべき星座の世界
を、その誕生したいきさつや、私たちに語
りかけてくる物語の世界を案内します。
■ 日時：2月8日（水）19：00～21：00
（18：30開場）　■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）  
■ 定員：60名　■ 参加費：1000円

2 8
(水)

「あっ、オリオンがいた！」 
皆川敏春氏 撮影

使い続ける重要文化財
東京駅の保存・復原・活用を考える
講師：田原 幸夫（京都工芸繊維大学大学院　特任教授）
駅やホテル・美術館とし
て日々100万人近い人々
が利用する東京駅丸の
内駅舎は“使い続ける重
要文化財”の代表です。
10年を超える保存復原
プロジェクトに関わった
講師が全容を振り返り、
現代の日本における歴史
的建築物の保存活用に
ついて考えます。
■ 日時：3月2日（木）19：00～20：45（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：200名　■ 参加費：1000円

3 2
(木)

イブニングセミナー

地方自治と図書館 ―図書館で地域再生を
講師：片山 善博（慶應義塾大学法学部教授）
 糸賀 雅児（慶應義塾大学文学部教授）
聞き手：神代  浩（文部科学省科学技術・学術総括官兼政策課長）

「民主主義の砦」として、「まちづく
り」「地方自治」において、ますます
図書館は重要な役割を果たすこと
が期待されます。地域の課題解決
と住民の自立支援に向けて、これ
からの図書館や司書はどうあるべき
か、地方自治と図書館政策の論客に
文部科学官僚が疑問をぶつけます。
（主催：株式会社  勁草書房）
■ 日時：3月13日（月）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール）  ■ 定員：200名　
■ 参加費：1000円（学生500円）※学生の方は、当日、受付で学生証をご提示ください。

3 13
(月)

HIBIYAイノベーション・キャンパス2016  ワークショップ【実践編】

イノベーティブ思考のイタレーションを体感する
講師：成田 好孝（慶應義塾大学大学院SDM研究科 研究員）
 広瀬 毅（慶應義塾大学大学院SDM研究科 研究員）
 渡辺 今日子（慶應義塾大学大学院SDM研究科 特任助教）
イノベーティブ思考を活用したワー
クでは、反復的なプロセスを進めな
がら、ソリューションに向けてアイ
デアを育てて行きます。今回はこの
反復的なプロセスである”イタレー
ション”を体感し、イノベーティブ思
考のワークの進め方を実践的に学
びます。
（協力：慶應義塾大学大学院システ
ムデザイン・マネジメント研究科附
属SDM研究所イノベーティブデザインセンター）
■ 日時：2月25日（土）13：00～17：00（12：30開場）
■ 会場：４階 セミナールームA（会議室） 　
■ 定員：24名　■ 参加費：3000円

2 25
(土)

江戸で生まれた桜 
―お花見がもっと楽しくなる―
講師：勝木 俊雄（国立研究開発法人森林総合研究所
   多摩森林科学園チーム長）

日本の春を彩る桜。 日本
列島に自生している種も
ありますが、もっとも身近
な‘染井吉野 ’や八重咲
きの‘普賢象’ や ‘関山’な
どは江戸時代に生まれた
栽培品種です。そして、こ
れらが生まれたことでお花
見の様式も変化してきま
した。江戸の桜を知ること
で、現在のお花見もより楽
しむことが出来るでしょう。
■ 日時：2月25日（土）14：00～15：30（13：30開場）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）  　
■ 定員：60名　■ 参加費：1000円

ピースビレッジ第50回

「所有のモード」から「存在のモード」へ  
講師：藤田 一照（曹洞宗国際センター所長）
物や人、知識や権力などそれらを豊かに所有す
ればするほど幸福度が増すとされる現代。しか
し所有への没頭は必然的に自己に対する不安、
疎外感、空虚感をもたらします。今人間に必要
なのは所有のモードから存在のモードへの転換
であるということを仏教の立場から論じます。
（主催：NPO法人 世界連邦21世紀フォーラム）
■ 日時：2月18日（土）14：00～16:30（13：30開場）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）  
■ 定員：60名　■ 参加費：3000円

2 18
(土)

カエルの神経からヒトの脳へ
脳の解明から精神神経疾患の制圧を目指して
講師：後藤 秀機（サイエンスライター、医学博士）
神経から脳にかけての研究には、カエルやネ
コなど各種の動物が使われてきました。いく
つものノーベル賞に輝き、日本の研究者も偉
大な業績を残しています。さらに、最近はヒ
ト脳の内部を観察できるようになり、難攻不
落だった精神神経疾患の治療制圧も始まり
ました。本講座では脳科学の軌跡を俯瞰し、
将来の展望を考えます。
■ 日時：3月8日（水）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）  
■ 定員：60名　■ 参加費：1000円

3 8
(水)

リーダーに学ぶ
ミッション…経営の原点にもどる
講師：岩田 松雄（元スターバックスコーヒージャパンCEO）
製造からセールス、財務まで様々な実務経験とス
ターバックスでの経営者としての経験をもとに、企
業にとって「ミッション」が如何に大切かを、スター
バックスの感動的なエピソードと共にご紹介しま
す。 まとめとして「ついていきたいリーダーに必要
なことは何か」についてお話します。
（主催：公益財団法人上廣倫理財団）
■ 日時：3月15日（水）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：200名　■ 参加費：500円（千代田区民・学生無料）
※学生の方は、当日、受付で学生証をご提示ください。

3 15
(水)

315
(水)他

`関山'
（勝木俊雄氏 撮影）

3 10
(金)

千代田区民講座

華麗なる獅子舞の世界
講師：髙橋 裕一（獅子博物館 館長）
獅子舞はお正月だけのものではなく、一年を通じて各地で行われてい
ます。一つの獅子を一人で演じるものから、大勢で演じるものまで多種
多様です。その歴史や意義や系譜の解説と「全日本獅子舞フェスティバ
ル」のダイジェスト映像をご紹介します。
（主催：NPO法人 神田雑学大学）
■ 日時：3月10日（金）19：00～20：30（18：30開場）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）  
■ 定員：60名　
■ 参加費：無料  ※2017年1月20 日(金)から千代田区民受付開始。
区民以外は1月27日(金)から受付開始。

「幸福」を哲学する（全2回）
講師：合田 正人（明治大学文学部教授）
「幸福」。この至極やっかいな主題をめぐり独自
の形式で思索した哲学者アラン。出版から90
年を経た今もなおアランの幸福論が広く読まれ
続けているのはなぜだろうか。一見平易に見え
るその主張にはいかなる哲学的思想が秘めら
れているのだろうか。それを講師と共に考える。

■ 第1回 「幸福」の哲学史散策 ―古代からアランまで
　日時：3月15日（水）19：00～20：40（18：30開場）
■ 第2回 アラン『幸福についてのプロポ』読解
　日時：3月22日（水）19：00～20：40（18：30開場）

両日とも ■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール） 
■ 定員：60名　■ 参加費：2000円（全2回）
※各回でのお申し込みはできません。

左から、片山善博/糸賀雅児

Alain（アラン）：
本名 Émile Auguste Chartier

（エミール＝オーギュスト・シャルティエ）
 Gallica Digital Library 所蔵

１階「ライブラリーショップ＆カフェ日比谷」では、
現在開催中（～２/５（日）まで）の千代田区文化財特
別展「発掘された大名屋敷」の展示図録のほか、今
までに開催された文化財特別展の図録バックナン
バーを販売しています。その他、区内の散策に便利
な「千代田区文化財マップ」や「ちよだ文学賞」最新
号など千代田区発行の出版物を多数取り揃えています。是非お立ち寄り下さい！

L I B R A R Y  S H O P  &  C A F E

第１１回ジャパンナレッジ講演会

川瀬巴水 没後60年企画
浮世絵ルネサンスと巴水の名作
講師：渡邊 章一郎（株式会社 渡邊木版美術画舗代表取締役）
近代風景版画の第一人者川瀬巴水の
没後60年を記念して、巴水を世に送
った渡邊木版美術画舗の3代目を講
師に迎える。祖父・庄三郎が浮世絵か
ら生みだした新版画とは？ 巴水作品
の味わい方とは？大正、昭和の新版画
を巴水の作品を軸に解説。
（主催：株式会社ネットアドバンス）
■ 日時：2月23日（木）19：00～20：30
　（18：30開場）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）  
■ 定員：60名　
■ 参加費：1000円

■ライブラリーショップ＆カフェ日比谷■
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